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複雑系生命システム研究センター
従来生命科学では、「生命現象は、その各素過程の詳細を明らかにすることで解明できる」とする還元的アプローチにより、

急速に発展した。例えば、生命現象の解明を分子にまでさかのぼり、DNAという巨大分子の構造と機能を枚挙していく研究方
向は、ヒトゲノム計画などで遂行さね、大きな成功を収めている。しかし、その一方で各要素に還元すればする程、「生命とは何か」

という根本的問いへの答えがみえなくなるというパラドツクスが生まれつつある。システムの持つ安定性や不可逆性、制御可能

性、倉」発性、進化など、個々の分子には還元できない重要な問題がますます顕在化してきているび

こねに対し、最近、当該専攻では、生命がシステムとして働いているという新たな視点に立つて、生命本来の姿を理解しよう

とする研究の大きな流れが生じつつある。「複雑系生命システム研究センター」では、駒場キヤンパスに生まれたこの独倉」的な

学問を強力に推し進め、複雑系生命科学としヽう新しい学問分野を創出すると共に、その成果を複雑系の科学を通して社会現象に

拡げることにより、文理融合型新領域を創出することをも目指している。
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IJ青報分子による未分化細胞からの器宮発生誘導

・両生類の胚の一部をアクチビンで処理することで、14種類以上の器宮

の誘導に成功した。

・心肺形成について改変運河モデルにより、理論的根拠を与えた

マイクロストラクチヤーをもちいた単一細胞計測を行つた。

,ベシクル型人工細胞

・人工膜分子を用いて自ら増える袋状構造体 (ベシクル)を創出した。

・環境適応1生を、触媒反応ネットワークの理論的モデルで理解した。

・ベシクル内部での酵素反応系 (DNA複製など)を実現した。

″言語学習時に見られる脳の働き

・fM剛による学習時の脳活動を計測し、単語の間き分けと文法理解時の

脳活動部位の違いを解明した。
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① 我々の部局である総合文化研究科広域科学専攻では、かねてより自然科学の学際的展開を目指し、特徴ある研究実績を挙げて
きた。中でも、駒場の基礎科学科は、サンタフェ研究所の創設に参画したマレイ・グルマンが自らの著書「クォークとジャガー」でも

触れているように、10年以前から複雑系の理論の世界的な拠点の一つとして認められており、生命らしさの拠つて来るところを複雑

系の理論で解明する研究を推進し、多くの成果を著している。

② 20世紀 CCIE「複雑系としての生命システムの解析」、21世紀 COE「融合科学創成ステーション」の採択を契機に、複雑系の理論の

グループと、発生生物学、生物物理学、超分子化学などの実験グループとの強力な連携が実現し、情報分子(アクチビン)による発生

の誘導、人工複製系の構築、マイクロ基盤技術を用いた一細胞計測など顕著な成果

を挙げてきた。

③ 東京大学の生命科学の水準は、いうまでもなく世界的にもトップレベルにあるが、
ポストゲノムの生命科学において、このような構成的生命科学の流れを定着させるこ

とは、本学が生命科学において一層の指導性を発揮する上で、極めて重要だと考えて

いる。このような当該分野の研究実績が認められ、平成 17年度に学内措置として、総

合文化研究科に「複雑系生命システム研究センター」が設置された。

生命こに何か
:機菜生命倒議 「 金 子 邦 彦

a)「人工細胞の自己複製と進化」に関する研究

連携先 :ボッフム・ルール大学 (ドイツ)EUプロジェクトPACE(ProgrammaЫ e Altndd ctt Evdulon)を 主催

これまで、東大側では、ベシクル (人工小胞体)の自己増殖に成功している。ベシクル内での DNA複製に実績のある欧州の研究者と

の連携により、人工細胞モデルの創出が現実のものとなる。

b)「身体化された認知知覚を持つロボット構築」に関する理論研究

連携先 :認知科学と技術の研究 (STC‐ ONRイ タリア)EUプロジェクトEC Agentを主催

これまでセンターとしては、指の触覚による形の認識に関する理論的研究が行なわ

れており、欧州における他の感覚認知モデルと統合することで、知覚を持つロボッ

トの構築原理が確立すると期待される。

c)「遺伝形と表現形の揺らぎ」に関する理論研究

サンタフェ研究所の非常勤教授である金子が、複雑系の生命理論 (「遺伝形と表現

形の揺らぎ」他)に関する共同研究を行なう。

d)「器官再生」に関する研究

東大側ではこれまでアフリカツメガエルを用いた発生誘導が中心であつたが、哺乳

類を対象としたノヽ一バード大との共同研究を通じて、臓器再生の基盤が確立する3

饉膨諮問委員
東大内の他部局を代表する関連分野の先生が、当センター諮問委員に就任した。
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公開シンポジウム開催

平成 19年 4月 28日 に第一回公開シンポジウム (於 ア ドバンス トラボ)を開催した。

人事

教育学研究科     先端科学技術研究センター
山本義春       小宮山真

新領域 811成科学研究科
|■‐■■本利久■ ||

平成 20年度より専任教授、専任准教授 (各―名)が、当センターに配属されることになつた。
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複雑系理論部門 ―― 金子ナ5彦・福島孝治

生命システムを、ミクロとマクロのダイナミックな循環
を内包しているがために、発生や発達過程のように組織
化ダイナミクスが可能なシステムであると定義する。こ
のシステムでは、計算機プログラムのように、予め決め
られた規則が働くのではなく、むしろフレキシブルな規
則が上記の2つのダイナミクスを通して形成されていく。
このような考え方を通じて、生命システムの本質に迫る。

人工複製系合成部門 ―― 菅原 正 ■

生命の起源や原始細胞の進化を理解するために、基本的
有機分子からなる自己複製的化学反応系をつくり、そね
らが自律的に複製を行うことができるプロト細胞モデル
を構築する。その過程において見られる超分子レベルで
の分化 .進化のプロセスを理解することを通じて、生命
における分化 進化の構成的理解へと導く。■

発生過程解析部門 ―― 浅島 誠

一つの卵からどのようにして統一のとれた多細胞の固体
が出来るのか、その組織化とメカニズムに迫る。人工的
に全臓器を構築し、発生過程自体をつくりあげることを
目指す。これらの成果をもとに、複雑系理論部門と共同
して、発生における制御の限界、再生可能性などへの解
答を提示する。

生体系計測部門 ―― 小宮山進 。上村慎治 。若本祐一 (来年度就任)

ナノテクノロジー マイクロフアプリケーション技術を
共通の方法論として提供する。さらに、単一細胞レベル
の計測も視野に入れた新しい計測手法をもって、細胞が
集合して形作られる生命現象の解明を行う。「分子」「細
胞」「個体」のレベルの理解に立脚し、集団化・組織化
がもたらす「学習 (ヒステリシス)」 現象を理解する。

共生 。進化解析部門 ―― 磯崎行雄・嶋田正和

生命システムの振る舞いの中でも、特に、共生および進
化現象にみられる普遍性を、動態観察や実験結果をもと
に、数理モデル、シミュレーション解析を通じて解明し、
進化や共生関係が生じるに至る進化過程を統合的に研究
する。

脳情報システム部門
―
池上高志・酒丼邦嘉

言語機能に関連する人間の脳内活動について脳計測によ
る観測や、生命と意識の連続1生を、自律的運動と能動的
知覚に求める研究から、その統合的フレームワークを構
築し、生命科学から言語科学にわたる新領域を確立する。

センター長 :菅原 正  副センター長 :嶋田正和・池上高志  顧問 :金子邦彦

金子邦彦「日le:An

introductiol lo Oomplex

Systems Biology

(Understanding Complex

Systems)」 Springer

池上高志「動きが生命をつくる一生命と意識への

構成論的アプローチ」青土社

情報過乗]の現代ではあるが、物事のありのままの姿を伝え

る情報は数少なく、だからこそ価値がある。今日における

科学という営みの真実をス トレー トに語る本が現れた。 (茂

木健―郎@読売新聞書評 )
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受賞等

磯崎 日本地質学会賞受賞 Geologica Scciety of Amenca.Fe ow推 挙

連絡先 :cwaka@malecc u_tokyo.acJp(若 本裕―)

住所 :〒 153-8902 東京都目黒区駒場 381
3 15・ 16 17号館 ア ドバストラボ

乗車駅
渋谷駅 (」R山手線等→京工丼の頭線)

新宿→下北沢駅 (小田急小田原線→京三井の頭線)

新宿→明大前駅 (京王線→京王丼の頭線)
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